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《膿繕＝
廉廉畿
廉廉思
懸畿’
継。
畿畿
畿畿

継
畿

　講
義

繋難
：緩’”

畿継
；継’裂、

【ニ

i継’
；縦’

i畿“、

｝畿畿

｝確確

｝畿継

’

〃

蕊
〃

長

i難論
｝畿畿、

1畿鎌ミ

羅鞍
1畿畿畿祭

M纒”
畿
畿、

釈
尊
生
誕
の
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
園

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
マ
ヤ
月
内

に
あ
る
釈
尊
誕
生
の
像

　
（
松
本
栄
一
氏
撮
影
）

欝

欝
凝

全日本仏教会

｝　副
雫
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潔
潔
潔
器
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潔
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灘
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鍵
鍵
銘
麗
潔
潔
銘
潔
認
銘
灘
麗
銘
潔
器
認
潔
鍵
器

認
認
認
潔
潔
認
銘
銘
器
麗
潔
鍵
雛
鍵
潔
潔
潔
器
麗
瀦
潔
認
鍵
麗
潔
鍵
銘
鍵
認
認
認
銘
銘
潔
銘
離

調
ゴ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
　
欝

議
案
審
議
を
す
る
全
仏
の
理
事
・
評
議
員
会

げ　　＿罐翻　幽酵一一
　　全日本仏教会では、任期満了に伴う役員改選などのため、去る二

　月九日午前11時から、東京グランドホテルにおいて、定例の評議員

　会・理事会を開催し、会長・副会長の推戴、事業計画、予算案など

　の議案を慎重に審議した。会長には浄土門主の藤井翼翼硯下が推戴

　され、理事会・評議員会の両会共通議案・報告事項については、合

　同で進行した。

・
｝
毛
　
　
ロ
ー

　
　
評
議
員
会
は
議
長
に
岩
崎
宗
秀
師
、
議
事
録

　
署
名
委
員
に
、
持
田
高
台
、
茂
木
隆
応
の
両
師

　
を
選
出
し
て
上
程
さ
れ
た
議
案
の
審
議
に
入
っ

　
た
。
　
議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
な
う
理
事
及

　
び
監
事
選
出
の
件
」

　
前
例
に
な
ら
い
選
考
委
員
を
選
出
し
、
理
事

土

　
　
理
事
長
に
阿
部
慶
昭
師

　
理
事
会
は
、
本
多
費
純
理
事
長
を
議
長
に
、

ま
た
議
事
録
署
名
委
員
に
は
、
高
藤
法
雄
、
宇

佐
美
諦
練
の
立
師
を
選
ん
で
審
議
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
な
う
理
事
長

及
び
常
務
理
事
選
出
の
件
」

　
本
願
寺
派
の
阿
部
慶
昭
師
を
理
事
長
に
選
出
、

ま
た
別
掲
通
り
に
常
務
理
事
を
選
ん
で
、
阿
部

議
長
の
も
と
、
以
下
の
議
案
の
審
議
に
入
る
。

　
議
案
第
二
号
「
事
務
総
局
人
事
の
承
認
を
求

め
る
件
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
受
け
、
原
案
通
り
議
決

す
る
。

　
議
案
第
三
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び

副
会
長
推
戴
の
件
」

　
別
掲
会
長
、
副
会
長
を
満
場
一
致
で
推
戴
す

な
ど
を
選
出
す
る
提
案
が
出
さ
れ
、
選
考
委
員

六
人
を
選
出
、
選
考
委
員
会
は
別
室
に
て
協
議

を
重
ね
、
理
事
四
十
七
人
、
監
事
三
人
を
選
出
、

評
議
員
会
に
報
告
、
評
議
員
会
は
、
報
告
を
受

け
、
審
議
の
上
、
別
掲
の
通
り
、
理
事
、
監
事

を
選
出
し
た
。

　
議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び

副
会
長
推
戴
の
件
」

　
別
掲
会
長
、
副
会
長
を
満
場
一
致
で
推
戴
す

る
こ
と
を
議
決
。

　
議
案
第
三
号
「
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
計
画

案
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
昭
和
五
十
九
年
度
歳
入
歳
出

予
算
案
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

る
こ
と
を
議
決
。

　
議
案
第
四
号
「
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
計
画

案
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
の
後
、

原
案
通
り
議
決
す
る
。

　
議
案
第
五
号
「
昭
和
五
十
九
年
度
歳
入
歳
出

予
算
案
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
の
後
、

原
案
通
り
議
決
す
る
。

　
議
案
第
六
号
「
加
盟
団
体
負
担
金
の
減
免
申

請
受
理
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
評
議
貝
会
・
理
事
会
に
共
通
す
る
報

告
事
項
と
し
て
、
①
事
務
総
局
各
部
報
告
、
②

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
実
行
委

員
会
報
告
が
、
担
当
局
、
部
長
か
ら
行
わ
れ
、

会
議
は
終
了
し
た
。
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N
度
事
業
計
画
な
ら

び
に
予
算
案
を
承
認

　
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
歳
入

歳
出
予
算
は
、
評
議
員
会
・
理
事
会
に
お
い
て

事
務
局
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
　
別
掲
の
通
り
ほ
ぼ
前
年
を
踏
襲

し
て
い
る
が
、
特
に
同
和
の
推
進
、
税
務
等
の

時
局
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
本

年
度
は
事
務
総
局
の
機
構
検
討
を
全
面
的
に
推

し
進
め
る
。

　
さ
ら
に
、
第
十
四
回
W
F
B
大
会
へ
代
表
を

派
遣
す
る
等
国
際
交
流
を
進
め
る
一
方
、
四
仏

大
会
や
仏
教
文
化
会
議
の
開
催
、
県
仏
の
組
織

強
化
な
ど
に
力
を
注
ぐ
。

　
歳
入
歳
出
予
算
　
前
年
度
よ
り
、
約
四
百
十

万
円
増
の
八
千
四
百
三
十
七
万
八
千
円
の
予
算
。

歳
出
を
み
る
と
、
事
務
総
局
機
構
検
討
委
貝
会

の
新
設
等
に
伴
っ
て
諸
会
議
費
や
、
重
要
案
件

で
あ
る
同
和
推
進
費
な
ど
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
一
方
、
国
際
運
動
費
や
機
関
誌
発
行
費
な
ど

は
減
額
さ
れ
て
い
る
。

各
局
の
事
業
計
画
内
容

　
　
　
〈
総
務
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
各
種
事

　
　
　
　
　
業
遂
行
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

実
施
項
目
①
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
提
携

　
　
　
　
②
時
局
対
策

　
　
　
　
③
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
（
組
織
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

　
　
　
　
　
的
だ
る
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び

　
　
　
　
　
育
成
を
主
に
し
、
時
代
に
即
応
し

　
　
　
　
　
た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
推
進
す

　
　
　
　
　
る
と
と
も
に
構
成
団
体
の
一
層
の

　
　
　
　
　
強
化
と
団
結
を
期
す
る
た
め
下
記

　
　
　
　
　
の
事
業
を
実
施
す
る
。

実
施
項
目
①
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強
化

　
　
　
　
②
第
三
＋
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
（
各
種
代
表
者
会
議
）
の
開
催

　
　
　
　
③
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

　
　
　
　
④
ブ
ロ
ッ
ク
別
各
県
代
表
者
会
議
の

　
　
　
　
　
開
催

　
　
　
　
⑤
同
和
の
推
進
を
は
か
る

　
　
　
　
⑥
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
〈
国
際
文
化
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

　
　
　
　
　
的
だ
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
お
よ
び
仏
教
諸
団
体
と
の
連

　
　
　
　
　
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し
て
、

　
　
　
　
　
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
世
界
平

　
　
　
　
　
和
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
、
仏

　
　
　
　
　
教
運
動
の
総
合
的
企
画
促
進
、
各

　
　
　
　
　
種
仏
教
運
動
の
実
践
育
成
な
ら
び

　
　
　
　
　
に
広
報
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
全
一
仏
教
運
動
の
促
進

　
　
　
　
　
を
は
か
る
。

　
1
国
際
部
－

実
施
項
目
①
W
F
B
関
係

　
　
　
　
　
（
イ
）
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の

　
　
　
　
　
実
施
、
特
に
ル
ン
ビ
ニ
i
復
興
計

　
　
　
　
　
画
へ
の
協
力

　
　
　
　
　
（
ロ
）
W
F
B
第
十
四
回
大
会
・
W

　
　
　
　
　
F
B
執
行
委
貝
会
・
ユ
ネ
ス
コ
会

　
　
　
　
　
年
年
へ
の
出
席
お
よ
び
代
表
派
遣

　
　
　
②
国
際
仏
教
交
流
関
係

　
　
　
　
（
イ
）
臨
時
に
行
わ
れ
る
国
際
会
議

　
　
　
　
ま
た
は
巡
拝
重
着
へ
の
代
表
派
遣

　
　
　
　
（
ロ
）
訪
日
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

　
　
　
　
（
ハ
）
在
日
各
国
公
館
と
の
連
絡
接

　
　
　
　
渉

　
　
　
　
（
二
）
各
国
の
天
災
、
戦
災
等
に
対

　
　
　
　
す
る
救
援
活
動

　
　
　
④
そ
の
他
必
要
な
事
項

－
文
化
部
1

実
施
項
目
①
機
関
誌
「
全
仏
」
の
発
行
と
普
及

　
　
　
　
②
第
＋
七
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
の

　
　
　
　
　
企
画
お
よ
び
開
催

　
　
　
　
③
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及

　
　
　
　
④
広
報
宣
伝
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　
⑤
仏
教
文
化
財
保
護
の
推
進

　
　
　
　
⑥
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
《
ル
ン
ビ
ニ
i
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
》

◎
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
援
助
の
た
め
の
勧
募
を
強

　
力
に
推
進
す
る
。

に
ぎ
や
か
に
新
年
懇
親
会
開
く

灘

◇
…
単
文

礁、鰍鰺

　
　
部
大
臣
ら
か
ら
祝
辞

百
人
を
超
え
る
参
会
者

　
理
事
会
・
評
議
員
会
終
了
後
、
同
じ
東
京
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
新
年
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
午
後
五
時
か
ら
の
懇
親
会
で
は
、
新
し
く
会

長
に
推
戴
さ
れ
た
藤
井
實
慮
属
下
、
新
理
事
長

に
就
任
し
た
阿
部
慶
昭
師
等
か
ら
挨
拶
が
行
わ

れ
、
ま
た
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
森
喜
朗
文
部

大
臣
、
砂
田
重
臣
自
民
党
全
国
組
織
委
弓
長
、

シ
ュ
レ
シ
タ
：
不
パ
ー
ル
大
使
等
か
ら
は
、
祝

辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
副
会
長
に
推
戴
さ
れ
た
木
辺
宣
慈
狙
下
の
発

声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、
祝
電
の
披
露
な
ど
も
あ

っ
て
、
百
人
を
超
え
る
参
加
者
の
な
ご
や
か
な

談
笑
が
つ
づ
い
た
。

　
〔
写
真
は
新
年
懇
親
会
で
祝
辞
を
述
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
文
部
大
臣
〕

一3一
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ミ
な
ミ
ミ
き
ミ

　
　
潔
潔
潔
潔
難

㈱
灘

灘
灘
懸
灘
鰻
⑳
轍

繊
網

　
　
郷
潔
潔
潔
潔

　
　
§
慈
慈
薫
ζ
’

会
　
長
　
藤
井
　
實
旛

副
会
長
　
梅
田
　
信
隆

　
　
　
　
小
松
原
賢
誉

　
　
　
　
守
山
　
良
順

　
　
　
　
村
瀬
　
玄
妙

　
　
　
　
木
辺
　
宣
慈

　
　
　
　
林
　
　
亮
海

副会長は梅田師ら8人
●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　○　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●

（
浄
土
門
主
）

（
大
本
山
総
持
寺
貫
首
）

（
真
言
宗
豊
山
派
管
長
）

（
聖
観
音
宗
管
長
）

（
黄
壁
一
宗
管
長
）

（
真
宗
木
辺
派
管
長
）

（
東
京
都
仏
会
長
）

　
　
　
　
小
西
　
日
静
（
兵
庫
県
仏
会
長
）

　
　
　
　
中
村
　
　
元
（
東
大
名
誉
教
授
）

理
事
長
　
阿
部
　
慶
昭
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

常
務
理
事
（
評
議
員
中
の
◎
印
）

理
　
事
　
（
　
〃
　
○
印
）

監
事
（
　
〃
　
▽
印
）

評
議
員
一
敬
称
略
1

◎
永
井
　
孝
道
（
曹
洞
宗
）

◎
細
川
祐
藻
　
　
同

○
来
馬
　
規
雄
　
　
同

　
鎌
原
　
佑
元
　
　
同

　
山
崎
　
正
道
　
　
同

　
大
田
　
薫
一
　
同

　
桑
原
　
眉
尊
　
　
同

　
小
田
原
利
仁
　
　
同

　◎◎　　　　　 ○◎◎　　　　 ○○◎◎
小鱒武高出藤本細木高五武野黒藤浅阿有豊
口渕田浜雲原間川越藤辻田田山岡野部馬原
　　　　路
輝正奮純善　義信　法実智英秀義秀慶清大
雄浩彦雄嗣俊博元樹雄誠徳隆行昭慶昭雄潤

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
真
宗
大
谷
派
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
浄
土
宗
）

　
同
　
同

○　　　◎　　　◎　　　◎　　　▽◎　　▽　◎　　　　○◎
安川吉岩中花茂別小長即田清梅中中橋野山寿橋近阿新小永持加遠野酒伊川大
藤田田脇川木木所沢沢真中田原島野本口田山爪藤部井崎倉田藤、藤呂井東井田

秀
三
　
　
同

匡
俊
　
　
同

康
雄
　
　
同

亮
貫
　
　
同

二
進
　
　
同

日
護
（
日
蓮
宗
）

海
晃
　
　
同

貫
宣
　
　
同

嘉
文
　
　
同

竜
雄
　
　
同

智
清
　
　
同

　
　
（
高
野
山
真
言
宗
）

説
厳
　
　
同

良
恒
　
　
同

良
知
　
　
同

一
真
　
　
同

浩
堂
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

玄
進
　
　
同

浩
道
　
　
同

義
観
　
　
同

諦
愚
　
　
幽

寂
円
（
天
台
宗
）

耕
順
　
　
同

氏
寵
　
　
同

徳
純
　
　
同

照
禧
（
真
言
宗
智
山
派
）

弘
因
　
　
同

隆
応
　
　
同

義
光
　
　
同

祐
俊
（
真
言
宗
豊
山
派
）

宏
信
　
　
同

俊
誉
　
　
同

聖
定
　
　
同

正
晃
（
孝
道
教
団
）

り
く
ゆ
サ
コ
の
コ
ゆ
コ
ゴ
ロ
ワ
コ
ゆ
コ
づ
　
　
げ
ロ
　
の

、噸や勺セコヤ　や　もロかい　かぬロ　ゆもロつみいらら　ロヤも

i　寺院用具
　
山
口

　
林
◎
森
田
槙
場

　
健
代

○
塩
入

　
清
水

　
大
倉

　
麻
生

　
仲
田

○
石
井

○
松
尾

　
鬼
頭

○
高
島

　
服
部

浅草通り五鳳会加盟店

漱鍬洪・国商店

　
　
　
　
正
門

　
　
　
　
節
子

　
　
　
　
禅
朗

　
　
　
　
弘
映

　
　
　
　
和
応

　
　
　
　
亮
達

　
　
　
　
映
順

　
五
＋
嵐
意
承

○
長
谷
川
霊
信
（
念
法
真
教
）

泰広弘全玄順文清
正勝薬餌妙和雄治

　
同
　
同

（
和
宗
）

　
同
　
同
（
聖
観
音
宗
）

　
同
　
同

　
同
（
真
言
宗
醍
醐
派
）

　
同
（
真
言
宗
御
室
派
）

（
西
山
浄
土
宗
）

　
同
（
真
言
高
田
派
）

　
同

1棘都台東鴎2＋9（地下細原田丁駅前）；

；電話醸（841）4965　　　ψ
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　　　　　　　　　　　　○　○　　　　　 ○
鈴加島森吉阿山室隅岡田井片松国璽竜東足斑奥直
木藤井　胴部本藤本平中上山井辺　勝日立浦田井

田鈴浜巨岩
原木日生橋

宏
之
（
真
宗
興
正
派
）

行
朗
（
黄
　
栞
宗
）

勝
道
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

有
教
（
真
言
宗
国
分
寺
派
）

賢
哲
（
真
言
宗
口
熱
派
）

良
融
（
天
台
真
盛
宗
）

円
乗
（
時
宗
）

宗
岸
（
臨
済
宗
建
長
寺
派
）

孝
純
（
法
華
宗
本
門
流
）

宥
雄
（
真
言
宗
大
覚
寺
派
）

俊
久
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

瑞
欄
（
融
通
念
仏
宗
）

篤
道
（
臨
済
宗
東
福
寺
派
）

哲
雄
（
真
宗
仏
光
寺
派
）

日
敬
（
本
門
仏
立
宗
）

勝
隆
（
浄
土
宗
西
山
深
草
派
）

本
宣
（
真
言
宗
善
通
寺
派
）

正
晴
（
顕
本
法
華
宗
）

弘
之
（
新
義
真
言
宗
）

邦
一
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

明
真
（
天
台
寺
門
宗
）

昭
吾
（
法
華
宗
陣
門
流
）

　
　
（
真
宗
木
辺
派
）

　
　
（
法
華
宗
真
門
流
）

政
寛
（
東
寺
真
言
宗
）

滋
雄
（
臨
済
宗
永
源
寺
派
）

蓮
教
（
真
言
宗
山
階
派
）

浄
雲
（
臨
済
宗
相
国
寺
派
）

周
仁
（
臨
済
宗
天
竜
寺
派
）

　
　
　
（
本
門
法
華
宗
）

　
　
　
（
真
言
宗
東
寺
派
）

　
　
　
（
真
言
律
宗
）

　
　
　
（
臨
済
宗
建
仁
寺
派
）

田多安筒
中川井井

　　　　▽◎○　 ◎　　 ○　 ○　　　 ○○　 ◎
倉横貝野白岩土河江竹高塚小板高上山竹池平個小高
茂山山口川崎持野連市木田原垣橋田本中田田定池田

清
雲

　
黒
柳

○
橘
◎
若
山

　
村
松

寛
秀
（
華
厳
宗
）

玄
純
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）

乗
覚
（
法
相
宗
）

真
瑞
（
信
貴
山
真
言
宗
）

　
　
（
律
宗
）

良
信
（
聖
徳
宗
）

弘
三
（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）

浄
雲
（
真
言
三
宝
宗
）

忠
義
（
妙
見
宗
）

螢
輝
（
真
言
宗
中
山
寺
派
）

徳
成
（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

智
雲
　
　
同

倉
石
（
青
森
県
仏
教
会
）

雄
仙
（
岩
手
県
仏
教
会
連
盟
）

隆
寛
（
山
形
県
仏
教
会
）

泰
寿
（
茨
城
県
仏
教
会
）

賢
照
（
栃
木
県
仏
教
会
）

読
了
　
　
同

文
成
（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

俊
則
（
埼
玉
県
仏
教
会
）

亮
永
　
　
同

良
栄
（
千
葉
県
仏
教
会
）

宗
秀
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

謙
敬
　
　
同

意
興
　
　
同

宣
泰
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

敏
明
　
　
同

良
海
（
新
潟
県
仏
教
会
）

　
　
（
石
川
県
仏
教
会
）

栄
玄
（
山
梨
県
仏
教
会
）

祖
道
（
長
野
県
仏
教
会
）

忌
月
（
岐
阜
県
仏
教
会
）

運
法
（
静
岡
県
仏
教
会
）

了
章
　
　
同

○
宇
佐
美
諦
練

瀬
辺

　
花
山

　
木
辺

○
鵜
飼

◎
鈴
木

　
小
川

○
小
西

　
前
田

　
東石荒本

井木山
小
野
田
霊
神

○
早
瀬

◎
山
本

　
林
　
恵
美
子

◎
中
山

　
白
川

　
巌
谷

　
関
口

　
深
堀

　
壬
生

　
友
松

　
石
山

　
秋
山

宮
沢
竹
村
吉
右
脳
門

　
成
田

○
沼
田

　
山
崎

　
　
（
愛
知
県
仏
教
会
）

淳
信
　
　
同

顕
勝
（
三
重
県
仏
教
会
）

宣
慈
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

泉
道
（
京
都
府
仏
教
会
）

竜
珠
（
大
阪
府
仏
教
会
）

勝
明
　
　
同

日
静
（
兵
庫
県
仏
教
会
）

孝
道
（
和
歌
山
県
仏
教
会
）

雄
鳳
（
鳥
取
県
仏
教
会
）

　
　
（
島
根
県
仏
教
会
）

完
海
（
岡
山
県
仏
教
会
）

戒
空
（
徳
島
県
仏
教
会
）

宥
龍
（
香
川
県
仏
教
会
）

　
　
（
愛
媛
県
仏
教
会
）

源
慶
（
高
知
県
仏
教
会
）

　
　
（
福
岡
県
仏
教
会
）

　
杉
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

　
　
　
　
同

冨
士
（
日
本
仏
教
鎭
忌
門
）

元
昭
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

勝
雄
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

　
宏
（
曲
柱
会
）

泰
一
（
朝
日
生
命
仏
教
研
究
会
）

照
順
（
近
代
仏
教
研
究
会
）

諦
道
（
真
理
舎
）

善
邦
（
日
本
山
妙
法
寺
）

産
立
（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

　
　
（
梵
語
会
）

恭
友
（
善
光
寺
）

　
　
　
（
仏
教
振
興
財
団
）

孝
英
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

恵
範
（
仏
教
伝
道
協
会
）

良
順
（
世
界
平
和
同
工
会
）

法輪袋入
．7粒入．68円
（1ケース100袋人）

花御堂袋入
一7粒入．98円
（1ケース100袋入）

金属導入
．7粒入．155円
（1ケース120缶入）

行事の主旨を踏まえた新しい記念品です
　　　・花まつりのおみやげとして…
　　　・普段の茶菓として…
　　　※ケース単位でご注文をお願いします。
●施本はなまつり
　（右花御堂写真と同表紙です。100部以上1部85円）
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全
日
本
仏
教
青
年
会
は
、
昨
年
六
月
に
大

阪
北
御
堂
に
て
行
な
わ
れ
た
臨
時
理
事
会
に

て
、
新
理
事
長
に
大
阪
府
仏
教
青
年
会
の
白

川
元
昭
師
を
選
任
し
た
。
組
織
と
し
て
は
、

副
理
事
長
に
田
中
光
成
（
国
際
交
流
担
当
・

東
京
仏
青
）
鷲
津
憲
道
（
渉
外
担
当
・
埼
玉

駐
留
）
佐
藤
雪
曇
（
国
際
救
援
担
当
・
神
奈

川
県
仏
青
）
藪
木
恵
照
（
国
内
救
援
担
当
・

大
阪
府
仏
青
）
元
木
成
彦
（
大
会
担
当
・
高

救援を待つアジアの子どもたち

野
山
真
言
宗
青
年
会
）
の
立
師
、
事
務
局
長

に
立
石
泰
教
、
事
務
局
次
長
に
田
中
信
道
、

山
田
智
之
、
会
計
に
白
石
忠
雄
の
各
面
（
い

ず
れ
も
大
阪
府
仏
青
）
、
そ
し
て
監
査
に
永
倉

嘉
文
・
正
本
乗
光
の
各
師
が
選
任
さ
れ
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　
本
会
の
事
業
年
度
は
一
期
二
年
で
あ
る
た

め
、
六
十
年
三
月
末
日
ま
で
こ
の
組
織
で
運

営
さ
れ
る
。
方
針
と
し
て
は
「
広
げ
よ
う
法

の
輪
を
し
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
救
援
問
題
以
来
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
来
た
国
際
救
援
運
動
を
鋭
意
継
続
し
、

更
に
は
国
際
交
流
の
充
実
化
を
図
る
。
そ
し

て
、
国
内
に
目
を
向
け
障
害
者
問
題
・
災
害

に
対
す
る
援
助
．
等
を
行
っ
て
ゆ
く
国
内
救
援

が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
未
加
盟
仏
教
青
年
会
の
加
盟
促
進
②
仏
教

青
年
会
結
成
の
呼
び
か
け
③
加
盟
仏
教
青
年

会
間
の
情
報
交
換
と
交
流
の
推
進
ω
各
団
体

と
の
交
流
⑤
全
日
本
仏
教
会
の
各
種
行
事
へ

の
参
加
協
力
⑥
全
日
本
仏
教
青
年
大
会
の
開

催
⑦
機
関
紙
〔
全
日
仏
青
〕
の
発
行
⑧
世
界

仏
教
青
年
連
盟
（
W
F
B
Y
）
の
目
的
達
成

国
際
救
援
、

も
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
全
日

本
仏
教
青
年
会
は
正
式
に
加
盟
団
体
と
な
り
、

現
在
は
元
全
日
青
理
事
長
永
倉
嘉
文
師
が
W

F
B
Y
の
副
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

本
会
は
、
W
F
B
Y
本
部
の
運
動
方
針
に
従

っ
て
活
動
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
が
そ
れ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
マ

レ
ー
シ
ア
・
韓
国
・
ネ
パ
ー
ル
等
の
仏
青
と
の

交
流
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
更
に
充

実
し
た
も
の
と
す
る
方
向
で
展
開
し
て
ゆ
く
。

　
又
、
新
設
さ
れ
た
国
内
救
援
は
、
昨
年
の

秋
田
県
地
震
へ
の
対
応
が
充
分
で
な
か
っ
た

こ
と
に
端
を
発
し
一
つ
の
委
員
会
と
し
て
誕

生
し
た
。
本
年
度
は
既
に
山
陰
地
方
豪
雨
見

舞
金
十
万
円
、
又
、
　
「
愛
は
地
球
を
救
う
」

さ
ら

全
日
本
仏
教
青
年
会

の
為
の
諸
行
事
へ
の
協
力
⑨
国
内
外
の
災
害

・
難
民
等
の
救
援
運
動
を
．
中
心
と
し
た
社
会

奉
仕
活
動
の
実
施
⑩
そ
の
他
、
の
十
項
目
で

あ
り
、
こ
の
た
め
総
計
二
百
十
一
万
円
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
目
的
達
成
の

た
め
の
具
体
的
事
業
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
業
の
実
施
ま
で
を
行
っ
て
ゆ
く
所
謂
「
委

員
会
制
」
が
採
用
さ
れ
、
本
部
事
務
局
は
大

阪
に
、
国
際
交
流
が
東
京
に
、
そ
し
て
国
際

救
援
は
神
奈
川
に
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
を
置
き

運
動
展
開
の
円
滑
化
を
図
っ
た
。

　
ま
ず
国
際
交
流
で
あ
る
が
、
一
九
七
八
年

W
F
B
日
本
大
会
の
折
、
W
F
B
Y
の
大
会

に
努
力

佐
藤
　
功
岳

（
日
本
T
V
系
よ
み
う
り
T
V
）
に
三
十
万

円
の
寄
付
を
行
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
募
金

を
プ
ー
ル
し
て
お
き
、
緊
急
時
に
即
応
で
き

る
態
勢
を
整
え
る
べ
く
運
動
し
て
ゆ
く
。

　
こ
こ
数
年
、
積
極
的
に
運
動
を
展
開
し
て

い
る
国
際
救
援
は
、
本
会
の
名
前
を
社
会
的

に
認
知
さ
せ
て
い
る
。

　
即
ち
ユ
ニ
セ
フ
は
、
一
九
八
二
年
度
の
年

次
報
告
書
の
中
で
全
日
本
仏
教
青
年
会
か
ら

の
協
力
を
明
記
し
た
。
更
に
一
九
八
三
年
に

は
、
ユ
ニ
セ
フ
ス
タ
デ
ー
ツ
ア
ー
に
全
国
五

団
体
の
一
つ
と
し
て
参
加
の
要
請
を
受
け
た
。

そ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
国
々
で
も
我
々
仏
教
徒

の
若
者
た
ち
が
、
救
援
運
動
に
立
ち
上
っ
た

こ
と
に
関
し
熱
い
望
み
を
か
け
て
い
る
こ
と

が
、
現
地
に
赴
い
た
会
貝
か
ら
の
報
告
で
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
は
、
戦
後
の
荒
廃
か
ら
諸
外
国
の
驚

嘆
の
中
に
急
速
度
で
復
興
し
、
今
や
世
界
経

済
の
一
翼
を
担
う
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
復
興
も
諸
外
国
の
援
助
の
上
に
成

し
得
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
、
日
本
は
そ
の
と
き

受
け
た
恩
を
報
ず
べ
き
時
に
来
て
い
る
。

　
本
年
度
も
本
会
は
、
仏
子
た
る
自
覚
の
下
、

国
際
救
援
に
よ
り
以
上
の
努
力
を
傾
注
し
て

ゆ
く
考
え
で
あ
る
。
昨
年
度
は
、
関
係
各
位

の
深
い
ご
理
解
に
よ
り
五
万
ド
ル
強
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
ラ
オ
ス
の
人
々
の
生
命
を

つ
な
ぐ
た
め
に
百
五
十
ヶ
所
以
上
の
井
戸
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
年
度
は
「
ア

ジ
ア
の
子
供
た
ち
が
待
っ
て
い
る
一
水
を
、

健
康
を
、
教
育
を
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
：
ン

を
展
開
し
、
目
標
総
額
十
万
ド
ル
（
約
二
千

五
百
万
円
）
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
昨

年
度
の
運
動
を
更
に
発
展
さ
せ
、
突
発
的
な

緊
急
事
態
に
も
対
応
で
き
る
用
意
を
怠
ら
な

い
た
め
で
あ
る
。
今
、
ア
ジ
ア
の
仏
教
圏
で

は
一
日
に
約
四
十
円
程
度
の
支
給
さ
れ
た
食

料
に
飢
え
を
し
の
ぎ
、
不
衛
生
な
水
で
生
命

を
つ
な
ぎ
、
薄
暗
い
裸
電
球
の
下
で
、
不
確

定
な
明
日
を
待
っ
て
い
る
人
が
多
数
い
る
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
中
で
一
日
に
四
万
人
の

子
供
た
ち
は
命
を
落
し
て
い
る
。

　
本
年
度
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
は
前
述
の

如
き
方
針
に
て
仏
青
運
動
を
展
開
す
る
所
存

で
あ
る
。
諸
大
徳
・
関
係
各
位
の
ご
厚
情
を

鶴
首
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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各
宗
か
ら
五
十
人
が
参
加
開
く

　　

@
実
力
日
本
一
に
安
川
喬
師

　
第
一
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
は
全
国
各

地
か
ら
各
宗
の
僧
侶
五
十
名
が
参
加
し
て
日
本

棋
院
の
全
面
的
な
後
援
を
得
て
、
二
月
七
日
、

東
京
市
ヶ
谷
の
日
本
棋
院
に
於
い
て
開
催
さ
れ

た
。　
午
前
十
時
聞
会
式
。
藤
本
照
晋
実
行
委
員
司

会
。
先
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
横
山
敏
明
実

行
委
員
が
開
会
の
挨
拶
。
次
い
で
、
日
本
棋
院

購
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
参
加
者

を
代
表
し
て
、
増
渕
辰
子
六
段
が
祝
辞
を
述
べ

た
。　
競
技
は
、
段
級
差
を
考
慮
し
て
次
の
五
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
行
わ
れ
た
。

　
A
グ
ル
ー
プ
ー
五
段
以
上

　
B
グ
ル
ー
プ
ー
三
、
四
段

　
C
グ
ル
ー
プ
ー
初
、
二
段

　
D
グ
ル
ー
プ
ー
五
級
以
上

　
E
グ
ル
ー
プ
ー
五
級
以
下

　
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、
次
の
方
々
が
優

勝
、
準
優
勝
し
た
。

　
A
ク
ラ
ス
（
五
段
以
上
）

　
優
　
勝
　
安
川
喬
（
富
山
・
高
野
山
真
言
宗
）

あ
い
さ
つ
さ
れ
る
坂
田
日
本
棋
院
理
事
長

　
準
優
勝
　
吉
河
寛
明
（
東
京
・
浄
土
宗
）

　
B
ク
ラ
ス
（
三
、
四
段
）

　
優
　
勝
　
藤
本
照
晋
（
千
葉
・
真
言
宗
智
山
派
）

　
準
優
勝
　
及
川
真
介
（
東
京
・
日
蓮
宗
）

　
C
ク
ラ
ス
（
初
、
二
段
）

　
優
　
勝
　
寺
井
明
道
（
東
京
・
日
蓮
宗
）

　
準
優
勝
　
朽
木
明
暁
（
京
都
・
真
宗
大
谷
派
）

　
D
ク
ラ
ス
（
五
級
以
上
）

　
優
　
勝
　
雲
居
隆
栄
（
神
奈
川
・
浄
土
真
宗
本

　
　
　
　
　
願
寺
派
）

　
準
優
勝
　
斉
藤
幸
紹
（
神
奈
川
・
浄
土
真
宗
本

　
　
　
　
　
願
寺
派
）

　
E
ク
ラ
ス
（
五
級
以
下
）

　
優
　
勝
　
安
井
洋
一
（
千
葉
・
真
言
宗
智
山
派
）

　
準
優
勝
　
石
川
弁
能
（
東
京
・
日
蓮
宗
）

　
競
技
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
り
行
わ
れ

た
が
、
手
空
き
の
人
々
の
た
め
増
渕
先
生
を
は

じ
め
特
別
参
加
の
郷
海
事
五
段
、
宮
下
鈴
枝
初

段
が
指
導
碁
を
行
っ
た
。

　
戦
い
を
終
っ
て
午
後
五
時
よ
り
、
表
彰
式
と

懇
親
会
が
、
野
生
司
主
事
が
司
会
し
て
、
和
気

あ
い
あ
い
の
う
ち
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
ず
全

日
本
仏
教
会
を
代
表
し
て
、
龍
山
哲
成
事
務
次

長
が
挨
拶
、
つ
ぎ
に
日
本
棋
院
を
代
表
し
て
坂

田
栄
男
理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
概
略
次
の

通
り
。「
仏
教
界
と
囲
碁
と
の
関
係
が
極
め
て
深
い
こ

と
は
、
京
都
寂
光
寺
の
本
因
坊
隆
隆
の
名
前
と

共
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
処
で
あ
る
。
私
も
毎

年
、
東
京
本
妙
寺
内
の
本
因
坊
家
の
墓
処
に
参

っ
て
い
る
。
此
度
、
全
日
本
仏
教
会
が
こ
う
し

た
催
し
を
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い

こ
と
で
、
日
本
棋
院
と
し
て
も
全
面
的
な
応
援

を
し
た
い
。
い
よ
い
よ
こ
の
集
い
が
盛
ん
に
な

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
L

　
次
い
で
来
馬
規
雄
実
行
委
員
長
よ
り
成
績
の

発
表
が
あ
り
、
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
、
準
優
勝

者
に
全
仏
役
員
寄
贈
の
純
銀
製
の
カ
ッ
プ
並
に

楯
が
、
龍
山
次
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。
金
子
日

威
会
長
寄
贈
の
大
カ
ッ
プ
は
、
坂
田
理
事
長
よ

り
安
川
師
に
授
与
さ
れ
た
。

　
懇
親
会
は
、
白
川
良
純
実
行
委
貝
が
乾
杯
の

発
声
を
行
い
、
会
食
を
し
た
。
こ
の
間
、
自
己

紹
介
を
行
っ
た
。
富
山
・
京
都
・
大
阪
な
ど
遠

隔
の
地
か
ら
の
参
加
者
に
は
期
せ
ず
し
て
大
き

い
拍
手
が
湧
い
た
。
そ
れ
か
ら
坂
田
先
生
の
提

唱
で
、
両
先
生
も
参
加
し
て
大
盤
を
使
っ
て
参

加
者
全
員
に
よ
り
連
碁
を
行
っ
た
。
更
に
A
ク

ラ
ス
の
決
勝
の
譜
を
来
馬
・
横
山
の
両
委
員
が

並
べ
て
増
渕
先
生
が
講
評
し
て
興
を
添
え
た
。

　
最
後
に
、
及
川
真
介
実
行
委
員
が
閉
会
の
挨

拶
を
し
て
来
年
の
再
会
を
約
し
て
閉
会
し
た
。

　
A
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た
安
川
喬
師
は
、
三
月

六
日
坂
田
栄
男
日
本
棋
院
理
事
長
と
記
念
対
局

を
行
い
、
そ
の
棋
譜
は
「
棋
道
」
五
．
月
号
に
発

表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
純
銀
製
カ
ッ
プ
を
御
寄
贈
く
だ
さ
れ

た
方
々
に
甚
深
の
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

御
寄
贈
く
だ
さ
れ
た
方
々
は
次
の
各
位
で
あ
る

O
A
ク
ラ
ス
ー
会
長
杯

　
　
金
子
日
威
　
全
日
本
仏
教
会
々
長

O
B
ク
ラ
ス
ー
理
事
長
杯

　
　
本
多
賢
純
　
全
日
本
仏
教
会
理
事
長

O
C
ク
ラ
ス
ー
事
務
総
長
杯

　
　
矢
萩
隠
顕
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
長

O
D
ク
ラ
ス
ー
国
際
文
化
局
長
杯

　
　
川
井
匡
俊
全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
局
長

O
E
ク
ラ
ス
ー
文
化
部
長
杯

　
　
川
島
宏
之
　
全
日
本
仏
教
会
文
化
部
長
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全
盤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
巡
拝
団

　
第
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
大
会
は
、
昨
年
十
二
月
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
全
日
仏
で
は
、
こ
の
大
会

に
参
加
し
、
併
せ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
各
地
を

参
拝
、
観
光
す
る
旅
行
の
企
画
を
た
て
参
加
者

を
募
集
し
、
実
施
す
る
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
。

処
が
、
同
国
内
の
諸
事
情
に
よ
り
、
大
会
開
催

は
中
止
と
な
っ
た
の
で
、
参
加
者
の
同
意
を
え

て
、
急
遽
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
と
の
親
善

交
流
及
び
バ
リ
島
・
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
仏
跡
巡
拝

の
旅
」
と
銘
う
っ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
日
、
出
発
を
前
に

し
て
成
田
空
港
内
の
V
I
P
ル
ー
ム
に
て
一
行

十
六
名
が
集
合
し
、
そ
れ
に
全
日
仏
よ
り
那
須

組
織
局
長
、
田
代
国
際
部
長
、
小
峰
・
王
事
ら
が

臨
席
し
て
結
団
式
が
行
わ
れ
た
。
那
須
局
長
よ

り
通
気
全
員
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、
団
長
に
は

全
日
仏
を
代
表
し
て
参
加
す
る
矢
萩
信
顕
事
務

総
長
が
、
副
団
長
に
は
板
垣
隆
寛
山
形
県
仏
教

叢
々
長
が
任
命
さ
れ
た
。

　
空
路
定
刻
通
り
無
事
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
到
着
し

た
一
行
は
十
二
月
四
日
午
前
十
時
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
中
国
人
街
に
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会

本
部
を
親
善
訪
問
し
た
。
五
十
名
ほ
ど
の
老
若

男
女
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
　
一
行
が
本
部
の
入

口
を
入
る
と
大
勢
の
着
飾
っ
た
子
供
た
ち
が
歓
迎

の
ダ
ン
ス
と
音
楽
で
迎
え
て
、
一
行
の
一
人
一
人
に

ダ
ン
ス
に
用
い
た
ジ
ャ
ワ
更
紗
の
舞
扇
を
贈
呈

し
た
。
更
に
、
会
場
に
上
る
と
次
か
ら
次
へ
と
ダ

ン
ス
や
音
楽
で
歓
待
し
て
く
れ
た
。
予
期
せ
ぬ

こ
と
に
一
行
は
、
驚
き
か
つ
喜
ん
だ
。

　
ア
ギ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
三
々
長
は
、
歓
迎

の
辞
の
中
で
、
大
会
中
止
の
経
緯
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
い
う
回
教
国
に
於
け
る
仏
教
界
の
現
状

を
説
明
し
た
後
、
日
本
の
仏
教
界
と
の
親
善
交

流
を
深
め
た
い
希
望
を
強
調
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
矢
萩
団
長
は
、
心
の
籠
っ
た
歓

待
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
全
日
仏
と
し
て
も
、

出
来
る
か
ぎ
り
の
協
力
を
行
い
た
い
旨
の
挨
拶

を
行
っ
た
。
次
い
で
板
垣
副
団
長
よ
り
全
日
仏

か
ら
の
記
念
品
を
贈
呈
し
、
更
に
ダ
ン
ス
や
音

楽
で
歓
迎
し
て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
金
一
封
を

贈
っ
た
。
全
員
に
、
見
送
ら
れ
た
一
行
は
、
国
立

博
物
館
、
独
立
記
念
塔
、
ミ
ニ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
公
園
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
工
場
な
ど
を
観
光
し
た
。

　
十
二
月
五
日
、
一
行
は
歴
史
の
街
、
ジ
ョ
ク

ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
問
し
、
午
後
か
ら
こ
の
旅
行

の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
の
仏
教

遺
跡
に
直
っ
た
。
バ
ス
で
一
時
間
ほ
ど
行
く
と

田
園
風
景
の
中
に
突
然
、
遺
跡
の
先
端
が
見
え

る
と
、
一
行
は
期
せ
ず
し
て
歓
声
を
あ
げ
た
。

　
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
は
、
八
世
紀
に
約
百
年

を
か
け
て
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
長
い

間
、
荒
れ
る
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
た
の
を
、

ユ
ネ
ス
コ
が
協
力
し
て
、
十
年
間
の
歳
月
を
か
け

て
、
修
復
が
完
成
し
た
世
界
に
誇
る
仏
教
遺
跡

で
あ
る
。
　
一
行
は
二
時
間
ほ
ど
参
観
し
て
、
往

時
を
偲
び
、
感
銘
に
ひ
た
っ
た
。

　
十
二
月
六
日
、
一
行
は
最
後
の
訪
問
地
で
あ

る
バ
リ
島
へ
向
つ
た
。
バ
リ
島
は
世
界
的
に
有

名
な
観
光
地
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
世
界
の

各
地
か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
十
二
月
九
日
午
前
七
時
、
無
事
に

成
田
空
港
に
帰
着
し
た
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
田
代
部
長
、
小
峰
主
事
が
出
迎
え
た
。

条
条
母
菅
条
粂
条
壱
壱
条
轟
轟
壱
壱
轟
轟
尋
壱
壱
条
壱
含
粂
条
壱
壱
亀
鑑
菅
条
条
幸
菅
壱
壱
菅
条
壱
条
条
菅
壱
壱
条
二
条
菅
二
心
尋

毒
爆
講

野『轡羅讐
　嫉鵬　　　r妬淫
開畿繕四国ブ。諺会談擁

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　　

@　
@　

r
m
で
四
県
代
表
集
め

　
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
一
月
二
十
三
日
午

後
二
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
高
知
サ
ン
ル
ー
ト
を
会

場
に
、
四
県
の
仏
教
会
代
表
者
を
集
め
て
開
催

さ
れ
た
。

　
会
議
開
催
に
あ
た
り
、
ま
ず
全
日
本
仏
教
会

を
代
表
し
、
那
須
組
織
局
長
が
、
又
、
県
仏
を

代
表
し
、
地
元
高
知
県
仏
教
轟
々
長
の
高
瀬
源

慶
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後

出
席
者
全
貝
に
て
三
帰
国
文
が
唱
和
さ
れ
、
高

瀬
会
長
が
座
長
と
な
り
、
議
題
に
入
っ
た
。

①
同
和
問
題
に
つ
い
て

　
事
務
局
よ
り
、
現
在
ま
で
の
同
和
委
員
会
、

並
び
に
各
宗
派
に
於
け
る
同
和
問
題
へ
の
取
組

状
況
が
報
告
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
県
仏

に
於
け
る
取
組
の
方
向
に
つ
い
て
の
要
望
も
な

さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
各
県
仏
よ
り
現
状
等

が
報
告
さ
れ
、
今
後
一
層
同
和
推
進
に
努
力
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

②
税
務
問
題
に
つ
い
て

　
先
般
の
「
税
制
調
査
会
」
に
於
け
る
宗
教
法

一8一
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人
に
関
す
る
答
申
に
対
し
、
通
年
は
見
送
ら
れ

た
も
の
の
、
今
後
も
決
し
て
等
閑
視
で
き
な
い

問
題
で
あ
り
、
県
仏
に
於
い
て
も
一
層
の
協
力

が
事
務
局
よ
り
要
望
さ
れ
た
。

③
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
協
力
金
に
つ
い
て
の
お
願

い④
全
仏
理
事
に
つ
い
て

　
現
在
四
国
四
県
に
於
い
て
全
仏
理
事
一
名
の

枠
が
あ
る
が
、
い
ま
だ
、
選
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

再
度
、
事
務
局
よ
り
、
要
望
が
な
さ
れ
た
。

⑤
県
仏
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
各
県
よ
り
活
動
が
報
告
さ
れ
た
が
、
徳
島
県

仏
教
会
か
ら
は
、
昭
和
六
十
年
十
月
に
全
仏
大

会
を
開
催
す
る
た
め
、
準
備
に
入
っ
て
い
る
と

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
な
お
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
は
、
愛
媛
県
で
開
か
れ
6
こ
と
を
決
め
、

会
議
は
終
了
し
た
。

第
六
回
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
　
高
野
山
で
ひ
ら
ぐ

　
第
六
回
同
和
委
員
会
は
、
昨
年
十
二
月
十
三

日
午
後
二
時
か
ら
、
高
野
山
真
言
宗
の
宗
務
所

を
会
場
に
、
特
に
「
高
野
山
真
言
宗
内
局
者
宏

の
懇
談
会
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
同
和
問
題
に
対
し
て
、
こ
れ

以
上
仏
教
界
が
外
部
か
ら
の
指
摘
に
よ
？
て
対

応
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
積
極
的
に
自
ら

の
手
で
推
進
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
す
る
、
同
和

委
員
会
の
意
見
を
受
け
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。　
ま
ず
高
野
山
真
言
宗
の
内
局
か
ら
、
第
二
回

糾
弾
会
以
後
の
取
り
組
み
の
経
過
、
お
よ
び
今

後
の
方
向
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
て
各
委
員
か
ら
活
発
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

各
宗
の
取
り
組
み
方
が
参
考
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
。
最
後
に
、
も
っ
と
自
発
的
に
同
和
推
進
に

努
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
委
貝
会
か
ら

内
局
に
対
し
て
出
さ
れ
、
会
議
は
終
了
し
た
．

：機構検討委員会

委員長に鎌原師

　
第
二
回
事
務
総
局

機
構
検
討
委
員
会
は

一
月
三
十
一
日
午
後

一
時
か
ら
、
京
都
の

真
宗
大
谷
派
宗
務
所

会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。　
最
初
に
豊
田
総
務

局
長
か
ら
、
昨
年
十

一
月
十
七
日
開
催
さ

れ
た
理
事
会
で
、
事

務
総
局
機
構
検
討
委

員
会
規
程
が
承
認
さ

れ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
同
和
委
員
会
か
ら
事
務

総
局
に
同
和
推
進
を
専
門
に
担
当
す
る
部
局
を

設
置
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
等
が
報
告

さ
れ
た
。

　
次
に
正
副
委
員
長
の
選
出
に
移
り
、
委
員
長

に
鎌
原
佑
元
師
（
曹
洞
宗
）
、
副
青
貝
長
に
小
峰

令
丸
師
（
全
量
旧
職
員
）
が
選
ば
れ
た
。

　
鎌
原
議
長
の
も
と
、
自
由
討
議
で
話
し
合
い

が
進
め
ら
れ
、
各
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。
①
宗
派
、
県
仏
、
各
種
団
体
と

い
う
全
仏
の
構
成
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
事
務
総
局
と
理
事
会

と
の
関
係
を
見
直
す
べ
き
だ
。
③
時
局
に
対
応

　
　
　
　
　
　
1
1
広
く

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ

し
め
る
た
め
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の

よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
広
く

ご
利
用
頂
け
る
よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
明
る
い
春
の
野
に
静
か
に
立
っ
て
、
天
と

地
を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見
る
人
の

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
下
記
の
要
領
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で

各
県
仏
、
郡
市
仏
、
各
寺
院
、
幼
稚
園
、
保

育
園
な
ど
で
広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
，
」
難
翼
’
響
麟
謙
¢
篭
謬
鯵
謬
翻
試
「
∴
四
旧

統
一
し
て
ご
利
用
下
さ
い
1
1

　
◎
サ
イ
ズ
　
七
四
弛
・
×
五
二
弛
・

　
◎
定
　
価
　
一
枚
　
百
円

　
　
　
送
料
実
費

　
◎
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七

　
　
　
　
　
　
－
四
　
全
日
本
仏
教
会
文
化

　
　
　
　
　
　
部
花
ま
つ
り
係

　
※
送
付
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
毎

年
ギ
リ
ギ
リ
の
申
込
み
で
四
月
八
日
に
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
…
…
。
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し
た
事
業
内
容
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
だ
。
④

宗
派
出
向
職
員
の
人
件
費
は
、
そ
の
宗
派
が
負

担
し
た
ら
ど
う
か
。
⑤
理
事
の
部
局
担
当
制
度

を
導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

　
な
お
、
次
回
の
委
貝
会
は
三
月
二
十
八
日
に

東
京
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
夏
8
月
2
日
～
1
1
日
の
1
0
日
間

ス
リ
ラ
ン
カ
で
ひ
ら
く

　
第
十
四
回
W
F
B
大
会
（
世
界
仏
教
徒
会
議
）

は
、
本
年
八
月
二
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
首
都
コ
ロ
ン
ボ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
昨
年
十
二
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ

W
F
B
大
会
を
報
告

　
　
　
　
　
国
際
専
門
委

　
国
際
専
門
委
員
会
は
二
月
一
日
午
前
十
時
か

ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　
最
初
に
、
昨
年
十
二
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た

第
十
四
回
W
F
B
大
会
が
、
本
年
八
月
上
旬
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
が
国
際

部
長
か
ら
な
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
大
会
に
派
遣

す
る
全
仏
の
代
表
団
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
委

員
会
で
承
認
さ
れ
た
規
程
に
従
う
こ
と
に
な
っ

た
。　
次
に
来
日
を
希
望
す
る
外
国
人
僧
侶
、
留
学

生
の
受
け
入
れ
内
規
が
検
討
さ
れ
、
希
望
者
に

ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
か
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、

現
地
の
事
情
で
急
に
中
止
と
な
っ
た
。
な
お
ス

リ
ラ
ン
カ
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
キ
ャ
デ

ィ
の
お
祭
り
と
し
て
有
名
な
ペ
ラ
ヘ
ラ
祭
り
の

見
学
も
含
ま
れ
て
い
る
。

対
し
て
は
、
日
本
で
の
生
活
の
実
際
を
ま
ず
手

紙
で
伝
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

　
次
に
事
務
局
か
ら
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
計
画

の
現
状
報
告
が
行
わ
れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

　
　
　
　
　
　
各
委
員
か
ら
活
発
な
意
見

　
第
八
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会
は
、
一
月
二

十
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
行

わ
れ
た
。

　
こ
の
日
は
、
「
ネ
パ
ー
ル
王
国
政
府
ル
ン
ビ
ニ

ー
開
発
委
員
会
と
本
会
と
の
交
換
文
書
に
関
わ

る
諸
問
題
の
検
討
」
を
議
題
に
、
各
委
員
か
ら

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
交
換
文
書
の
取
り
か

わ
し
に
先
立
っ
て
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
①
聖
な
る
園
の
発
掘
は
、
日
本

の
調
査
団
の
指
導
の
も
と
に
行
う
。
②
堂
等
の

建
立
は
、
日
本
国
内
関
連
業
者
に
受
注
せ
し
め

る
。
③
堂
等
の
維
持
管
理
は
ル
ン
ビ
ニ
i
欄
発

委
員
会
が
行
う
。
④
記
念
碑
の
建
設
は
、
堂
等

の
周
辺
に
建
て
る
。
⑤
献
金
は
工
事
の
進
展
状

況
に
と
も
な
い
「
出
来
高
払
い
」
で
行
い
、
日

本
大
使
館
の
仲
介
の
も
と
に
行
う
。
以
上
の
五

点
を
ネ
パ
ー
ル
王
国
政
府
ル
ン
ビ
ニ
i
開
発
委

貝
回
は
了
承
す
る
。

　
な
お
、
次
回
は
、
こ
れ
ら
を
確
認
し
た
時
点

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
文
化
専
門
委
員
会
開
く

　
第
二
回
文
化
専
門
委
員
会
は
、
二
月
一
日
十

二
時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　
川
井
国
際
文
化
局
長
挨
拶
の
後
、
ま
ず
七
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
第
一
回
全
日
本
仏
教
会

囲
碁
大
会
」
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
行

わ
れ
、
次
に
昭
和
五
十
九
年
度
の
「
日
本
仏
教

文
化
会
議
」
、
さ
ら
に
、
最
近
加
盟
団
体
か
ら
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
「
全
一
仏
教
聖
典
」
等

の
問
題
に
つ
い
て
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行
な

わ
れ
た
。

英
語
の
“
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
河
原
弘
士
氏
　
全
高
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
仏
教
英
語
研
究
会
主
催
に
よ
る
第
五
回
「
英

語
に
よ
る
仏
教
研
究
発
表
会
」
が
、
去
る
二
月

十
一
日
、
東
京
六
本
木
の
国
際
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　
こ
の
弁
論
大
会
は
、
日
本
文
化
、
仏
教
と
の

か
か
わ
り
を
英
語
を
通
し
て
考
え
、
発
表
す
る

こ
と
を
主
旨
と
し
て
、
当
日
は
十
人
の
出
演
者

が
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
己
〉
露
Z
田
三
白
Z
O
国
Z
＜
肩
鴫
．
．
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
を
行
っ
た
、
小
河
原
弘

士
氏
（
二
十
八
歳
）
が
全
日
本
仏
教
会
杯
を
受

賞
し
た
。
小
河
原
氏
は
、
専
修
大
学
等
で
講
師

を
勤
め
て
お
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
行
わ
れ

た
懇
親
会
で
、
全
仏
か
ら
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
田
代
国
際
部
長
か
ら
、
カ
ッ
プ
を
受
け
た
。

　
〔
写
真
は
全
黒
蟻
を
受
け
る
小
河
原
氏
〕

一10一

　；　　L　「醒賢巧y『騨　－　　L
7　　　吃「　略　　～9ーゴr字　　　’一

　　一
　一堕　一｝一；



7　　「　」誘’
㌧：ぽ，‘畠レ脚臼ノレ唱・「’Ψ

昭和59年3月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

．
柵
柵
旧
制
）
甥
二
野
細
柵
闇
鵬
細
二
軍
柵
柵
糊
粥
粥
粥

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
去
る
一
月
、
自
民
党
　
　
三
、

文
教
部
会
・
文
教
制
度
調
査
会
・
文
教
局
あ
て
　
　
四
、

に
理
事
長
名
で
「
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
・

管
理
・
防
災
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
」
の
要
望

書
を
提
出
し
た
。

　
こ
の
要
望
書
は
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
が
、

我
が
国
の
歴
史
、
文
化
の
正
し
い
理
解
の
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
文
化
遺
産
で

あ
り
、
永
く
子
孫
に
伝
え
て
ゆ
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
述
べ
、
左
記
の
四
点
を
要
望
し

て
い
る
。

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
保
護
対
策
の
充
実

一、

装
�
A
重
要
文
化
財
の
修
理
・
防
災
の
充

　
実

二
、
伝
統
的
建
造
物
群
の
整
備
充
実

欝
灘
閉
刊
騰
灘
鑛
麟
繋
議
縫
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
8
8
8
8
8
8
8
8
遡
柵
柵
粥
鞭
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
保
存
施
設
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
統
技
術
の
保
全
・
振
興

＝ス（

り
�
ﾇ
倉
録
直
土
　

　
◇
…
一
月

＋
一
日

＋
七
日

十
八
日

二
十
日

二
＋
四
日

二
＋
六
日

二
＋
七
日

三
＋
一
日

…
◇
埼
玉
県
仏
新
年
会
出
席

宮
本
正
尊
師
本
葬
参
列

局
内
会
議

税
務
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
i
総
務
部
会

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

自
民
党
大
会
出
席

全
日
仏
婦
修
正
会
出
席

事
務
総
局
機
構
検
討
委
嘱
会

　
宮
本
　
正
尊
師
（
仏
教
文
化
会
議
前
議
長
）

　
昨
年
十
二
月
三
十
日
、
九
十
歳
で
遷
化
。
東

大
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
、
印
仏
学
会
前
理
事

長
。
長
年
に
わ
た
っ
て
日
本
仏
教
文
化
会
議
の

議
長
と
し
て
会
議
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

　
藤
前
　
東
時
師
（
全
仏
副
会
長
）

　
一
月
二
十
七
日
、
八
十
四
歳
で
遷
化
。
本
願

寺
派
の
宗
会
議
員
、
総
務
を
歴
任
、
大
阪
府
仏

教
会
々
長
在
任
中
の
昭
和
五
十
七
年
二
月
か
ら
、

全
仏
副
会
長
を
務
め
て
い
た
。

◇
…
二
月
…
◇

一
日
　
国
際
専
門
委
員
会

　
　
文
化
専
門
委
貝
会

九七六四
日日日日

　
＋
四
日

　
＋
七
日

二
＋
三
日

目
＋
七
日

二
＋
八
日

二
＋
九
日

局
内
会
議

常
務
理
事
会

全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会

評
議
貝
会
・
理
事
会

新
年
懇
親
会

法
律
相
談
室

長
岡
市
仏
税
務
講
習
会
出
席

同
和
委
員
会

組
織
専
門
委
貝
会

法
律
相
談
室

局
内
会
議

仏教の叡知を現代に
とりもどす《推薦》全日本仏教会

●A4ワイド判166頁（カラー66頁）

定価2，200円（〒300円）
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鰍図鎌鰍韓鞭棚郷蜘癒醤
対談日本仏教のなかの弘法大師空海

　　　　　　　　　那須政隆vs山折哲雄
●繊「仏陀」瀬戸内寂聴細岩崎巴人

●Ph。t。＆Essay中尊寺を撮る稲勘一

長嶺ヤス子「曼陀羅」の舞を語る

轟一
一

《創刊号の主な内容》●A4ワイド判定価2，200円

特集ブッダとキリスト
対談私のなかのブッダとキリスト
　　　　　　中村元vs北森嘉蔵／司会奈良康明

対論人間としてみたブッダとキリスト

　　　　　　　　　　　梅原猛vs山本七二

唾〕販売総局秀181）野選否杏器区上池台牛4σ5

　　＊現代を生きる仏教カラーグラフィクス＊

大遠忌に合わせ総力取材．〃

特集弘法

絵伝にみる弘法：大師空海の生涯村岡空

対論いま日本人にとって、なぜ空海か
＿＿■藤繍■■■■■1　　　　　　梅原猛VS河合隼雄

●フォト・ギャラリー生命が燃える

　一空海の宇宙一写真池利文

●秘密荘厳のこころ一空海の

宇宙によせて一　　松長有慶

●映画「空海」を創造する男たち

　早坂暁・佐藤純彌・北大路欣也

●仏典ゼミナール　『般若心経

秘鍵』を読む　　金岡秀友
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曽
’
難
野
馬

碓
羅麗麗滋麗麗麗麗麗

窺鍍）

青墨嚢灘璽

継饗
鋸認麗

繕懇

銘
銘
認
圏
銘
認
器
認
認
銘
銘
認
銘
器
器
認
熱
熱
灘
認
認
離
漿
銘
潔
器
認
認

　
弘
法
大
師
の
生
涯
を

描
い
た
映
画
「
空
海
」

が
、
い
よ
い
よ
こ
の
四

月
に
封
切
ら
れ
る
。

　
今
年
は
弘
法
大
師
御

入
定
千
百
五
十
年
に
当

御
入
定
千
百
五
十
年
を
記
念

た
り
、
真
言
宗
の
各
派
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
御
遠

忌
の
大
法
要
を
に
ぎ
に
ぎ
し
く
勤
め
る
。
全
真

言
宗
青
年
連
盟
製
作
の
映
画
「
空
海
」
は
、
そ

の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
企
画
か
ら
完
成

ま
で
五
年
有
余
の
歳
月
と
、
十
数
億
円
の
巨
費

を
投
じ
、
中
国
で
の
大
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
、

四
月
十
四
日
東
映
系
で
公
開

昭
和
五
十
九
年
三
月
一
日
発
行

、

発
行
人
矢
萩
信
顕

編
　
　
　
　
q
　
　
　
　
　
　
麦

東
映
が
持
て
る
力
の
全
て
を
結
集
し
た
一
大
ス

ペ
ク
タ
ル
で
あ
る
。

　
監
督
は
「
未
完
の
対
決
」
の
佐
藤
純
弥
、
主

演
に
北
大
路
欣
也
、
助
演
者
に
は
、
森
繁
久
弥
、

加
藤
剛
、
丹
波
哲
郎
、
小
川
真
由
美
、
西
郷
輝

彦
と
い
っ
た
豪
華
キ
ャ
ス
ト
を
配
し
、
上
映
時

間
三
時
間
に
及
び
、
本
年
度
最
大
の
話
題
作
と

な
ろ
う
。

　
物
語
は
、
空
海
が
十
五
歳
で
奈
良
の
都
に
登

る
と
こ
ろ
が
ら
始
ま
り
、
大
学
を
捨
て
仏
教
に

身
を
挺
し
、
難
行
苦
行
の
末
、
遣
唐
使
船
に
乗

っ
て
留
学
僧
と
し
て
都
長
安
に
赴
き
、
真
言
密

教
第
八
祖
と
し
て
帰
朝
、
東
寺
・
高
野
山
を
開

山
、
民
衆
の
中
に
あ
っ
て
済
度
の
旅
と
、
諸
社

会
事
業
を
完
遂
、
そ
し
て
六
十
二
歳
で
入
定
に

至
る
ま
で
を
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
追
っ
て
い
く
。

　
特
に
中
国
各
地
の
美
し
い
風
景
を
バ
ッ
ク
に

し
て
、
仏
教
を
日
本
ま
で
伝
え
る
と
い
う
命
が

け
の
難
事
業
を
成
し
と
げ
る
シ
ー
ン
は
、
弘
法

大
師
の
求
道
心
の
深
さ
が
、
画
面
を
通
し
て
観

る
者
の
心
に
、
切
せ
つ
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
ま
た
ツ
ト
ム
・
ヤ
マ
シ
タ
が
、
日
本
映
画
と

し
て
は
初
め
て
音
楽
監
督
を
担
当
し
た
現
代
的

な
音
色
の
響
き
や
、
マ
ン
ダ
ラ
を
効
果
的
に
使

っ
た
撮
影
技
法
の
巧
み
さ
は
、
全
キ
ャ
ス
ト
の

熱
演
と
相
ま
っ
て
、
私
た
ち
を
知
ら
ず
知
ら
ず

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

遠
い
平
安
の
昔
へ
誘
っ
て
く
れ
る
。

　
こ
の
映
画
の
製
作
本
部
長
・
中
村
義
英
師
（
全

真
言
宗
青
年
連
盟
理
事
）
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

　
「
こ
の
映
画
の
製
作
は
、
宗
祖
に
対
す
る
報

思
謝
徳
の
意
味
か
ら
も
、
全
真
言
宗
青
年
連
盟

が
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
初
は
、

全
て
独
力
で
創
ろ
う
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
一
人
で
も
多
く
の
方
に
観
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
一
般
の
映
画
館
に
か
か
ら

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
一
と
い
う
こ
と
で
、

最
も
多
い
配
給
網
を
持
ち
、
ま
た
時
代
劇
に
つ

い
て
最
高
の
撮
影
設
備
を
持
つ
東
映
と
手
を
組

む
こ
と
に
し
た
わ
け
で
す
。
結
果
は
大
成
功
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
お
大
師
様
に
つ
い
て
映
像
化
が
行
わ
れ
る
の

は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。
ま
さ
に

画
期
的
な
事
業
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
製
作
上
、
苦
労
し
た
点
は
、
宗
祖
が
あ
ま
り

に
巨
大
で
、
多
く
の
仕
事
を
残
さ
れ
て
い
る
た

め
、
短
か
い
時
間
内
に
、
そ
れ
を
ど
う
盛
り
こ

む
か
と
い
っ
た
点
で
す
。
非
常
に
多
く
の
業
績

が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
時
間
に
収
め
る

た
め
、
ス
タ
ッ
フ
は
実
に
大
変
で
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
特
に
若
い
人
に
観
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
弘
法
大
師
と
い
う
、
も
う

一
宗
を
超
え
た
歴
史
上
の
巨
人
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
代
人
の
心
が
豊
か
に
な
り
、
仏
教

の
み
教
が
拡
ま
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
う
れ

し
い
と
思
い
ま
す
」

　
全
日
本
仏
教
会
推
薦
の
映
画
「
空
海
」
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
真
言
引
縄
寺
院
も

し
く
は
、
智
山
教
化
研
究
所
（
〇
三
－
四
＝
ニ

ー
一
〇
八
一
）
ま
で
。

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

…｝

b
〇
三
　
四
三
七
　
九
二
七
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